ビーチバレー・ジャパンカレッジ２０１８　東北ブロック予選会
（第30回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会　東北ブロック予選会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　催　　東北大学バレーボール連盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協　力　　宮城県バレーボール協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県ビーチバレーボール連盟　　仙台大学

	本大会の男女優勝・準優勝チームは必ず全国大会に出場することを事前に了承した上で
参加を申し込むこと。
２０１８年８月７日（火）～８月９日（木）　会場：川崎マリエン（神奈川県川崎市）
　　　※全国大会は、ビーチバレーボール専用水着着用で出場すること。



１．大会日程　　　２０１８年７月８日（日）　（雨天決行）
	代表者会議（抽選会）
	開会式
	試合開始

	９：００
	９：３０
	１０：００


　　　※代表者会議は会場で行うので参加チームの代表者は必ず出席すること。

２．会　　場　　　仙台大学ビーチバレーコート

３．資格参加　　　参加資格は、同一大学の選手２名で構成される次のいずれかとする。
　　　　　　　　　　①…東北大学バレーボール連盟加盟大学の登録選手で構成されたチーム。
　　　　　　　　　　②…全日本バレーボール連盟に登録されたもの。
	参加注意事項
	東北ブロック予選会
　同一大学より複数チーム出場可能。（申込時に大学名の後にＡから順番にチーム名をつける）
　ただし、出場チーム数が多くなった場合、１日で大会を終了させるために同一大学の
　出場チーム数を制限する場合がある。（その場合は、事前に連絡する）　　　
全　国　大　会
　同一大学より男女2チームずつまで出場できる。
　選手２名の他、補欠選手として1名の登録を認める。（エントリー変更は代表者会議まで）



４．競技規則　　　平成30年（公財）日本バレーボール協会2人制ビーチバレー競技規則による。
　　　　　　　試合球は、男子ミカサ（HSBV5）、女子モルテン製（VLS300）を使用する。

５．競技方法　　　単純トーナメント方式とする。
　　　　　　　　　準決勝まで：１セットマッチ２８点先取、デュースの場合は２点勝ち越したチームを勝者とする。
　　　　　　　　　決　勝　戦：３セットマッチ。２点差をつけて第１・２セットは２１点先取、第３セットでは１５点先取、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デュースになった場合は２点勝ち越したチームを勝者とする。
　　　　　　　　　コートスイッチは、両チームの得点合計が７の倍数でスイッチする。（第３セットは５の倍数）
（組合せ抽選は当日の代表者会議後、申込順に行う。）
６．参加料　　　　１チーム　３，０００円（当日、受付にて徴収）

７．申込方法　　　２０１８年６月２８日（木）１８時までに電子メールで申し込むこと
　　　　　　　　　　tohoku_volleyball_g@yahoo.co.jp
　　　　　　　　　●複数チーム出場する場合は、大学単位で取りまとめて申し込むこと
　　　　　　　　　●「大学名、選手（２名）の　氏名、学年、身長、番号（１または２）」と
　　　　　　　　　　「申込責任者の氏名および連絡先電話番号」　をメール本文に入力すること

８．表彰　　　　　優　勝・・・賞状、ウイニングボール、激励金
　　　　　　　準優勝・・・賞状、激励金

９．その他　　　（１）エントリー変更は、理由を記入して代表者会議までに文書（形式任意）で提出する
　　　　　　　　　　　こと。また、試合中の怪我による選手の交代は認められない。
　　　　　　　　（２）選手は大会前に健康診断を受けること。選手の体調管理についてはチーム及び個人
　　　　　　　　　　　の責任としてこれを受け止め、充分注意すること。
　　　　　　　　（３）競技中の負傷については主催者にて応急処置を行うがそれ以降の責任は負わない。
　　　　　　　　（４）本大会に関する問い合わせ先
　　　　　　　　　　　　東北大学バレーボール連盟　　ビーチ担当　村田　美沙希　
　　　　　　　　　　　　　（携帯）090-5592-6174
　　　　　　　　　　
	（競技に関する連絡事項）
１．試合中の服装は、ビーチバレーボールにふさわしいものを着用し、番号（1または2）を明示すること。
　・必ずペアで同型同色同メーカーの水着またはタンクトップを着用すること。
  ・なるべく胸・背番号が必要であること、ナンバーが入っていない場合は腕に明記すること
　・男子は裾が膝上１０ｃｍ以上でタンクトップを着用すること。また、女子についてはインドアのユニフォ
ームの形式で良いものとする。
２．公式練習は試合開始前に試合が行われるコートで、両チーム合同３分の公式練習が与えられる。
　　（３セットマッチの場合は合同５分）
３．チームは１セットにつき１回のタイムアウトが認められる。
４．試合中、競技者が負傷した場合、その競技者に１試合につき１回だけ、最大５分以内のタイムアウト
　　（メディカル・タイムアウト）が与えられる。もし負傷した競技者が回復しない場合はそのチームは
　　不戦敗となる。
５．コートオフィシャル（ラインジャッジ２名）は参加チームの分担で行う。
[bookmark: _GoBack]　　第１試合は第３試合のペア、それ以降は前の試合敗戦ペアが行う。



